




作 動 説 明 

SKD 型バルブアクチュエータの作動について説明します。 

図-1 に示すようにポート”O”を加圧する

と、出力軸は反時計方向に回転します。 

また、ポート”S”を加圧すると、出力軸は

時計方向に回転します。 

 

-1．ポート”O”を加圧する 

シ リ ン ダ カ バ ー ”O” に 設 け た ポ ー

ト”O”に操作空気圧力を入れると、空

気室 A1 と A2 を加圧しピストン A 及び

B に推力が発生しピストンロッドを右

方向へ移動させます。 発生した推力

はピストンロッドに装着したトルク発生

ピンを介して、スコッチヨークに伝えら

れ出力軸に反時計回りのトルクが発

生します。 
 

同時に空気室 B1 と B2 にあった空気はピストンの移動により、シリンダカバー”S”に設けたポート”S”より排出

されます。 

 

-2．ポート”S”を加圧する 

シリンダカバー”S”に設けたポート”S”に操作空気圧力を入れると、空気室 B1 と B2 を加圧しピストン A 及び

B に推力が発生しピストンロッドを右方向へ移動させます。 発生した推力はピストンロッドに装着したトルク

発生ピンを介して、スコッチヨークに伝えられ出力軸に時計回りのトルクが発生します。 
 

同時に空気室 A1 と A2 にあった空気はピストンの移動により、シリンダカバー”O”に設けたポート”O”より排

出されます。 

 

 

SKDS 型バルブアクチュエータの作動について説明します。 

図-2 に示すようにポート”O”を加圧す

ると出力軸は反時計方向に回転しま

す。 

また、ポート”O”に加圧した圧力を開放

するとスプリングの反発力で出力軸は

時計方向に回転します。 

 

-1．ポート”O”を加圧する 

シ リ ン ダ カ バ ー ”O” に 設 け た ポ ー

ト”O”に操作空気圧力を入れると、空

気室 A1 および空気室 A2 を加圧し発

生した推力によって、スプリングを圧

縮しながらピストンロッドを右方向へ

移動させ、ピストンロッドに装着したト

ルク発生ピンを介して、スコッチヨークに伝えられ出力軸に反時計回りのトルクが発生します。 

同時に空気室 B1 および空気室 B2 にあった空気はピストンの移動により、シリンダカバー”E”に設けたポー

ト”S”から排出されます。 

 

-2．ポート”O”を開放する 

ポート”O”を開放すると空気室 A1 および空気室 A2 にあった空気はポート”E”から排出されると、スプリング

の反発力によってピストンを左方向へ移動させ、ピストンロッドに装着したトルク発生ピンを介して、スコッチヨ

ークに伝えられ出力軸に時計回りのトルクが発生します。 
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スコッチヨーク式の特徴 

スッチヨーク式は、ピストンの直線運動をスコッチヨーク機構で出力軸の回転運動に変換するバルブアクチュエ

ータです。 
 

トルク出力は図-3 及びスッチヨーク式バ

ルブアクチュエータのトルク曲線に示しま

すように中間（45 ﾟ）の位置では、F×Lのト

ルク出力を発生し、最初（0 ﾟ）と最後（90 ﾟ）

では中間（45 ﾟ）位置の約 2 倍（F1×L1）の

トルク出力を発生させます。 
 

通常、バルブは閉止位置より開方向に始

動するとき、最も大きなトルク負荷があり、

閉位置すなわち 0 ﾟの時には最も大きなト

ルク出力を出し有効な作動が行えます。 
 

スコッチヨーク式バルブアクチュエータは、

回転角度 90 ﾟで操作するバタフライバル

ブやボールバルブなどの駆動装置として

最適なバルブアクチュエータです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図

-3 



取付け時の注意と保守 

-1．配管時供給ポートよりゴミや異物が入らないように注意してください 

配管時、継手および導管などの配管材はエアフラッシングを行いシリンダ内にゴミや異物が入らないように

注意してください。 

尚、継手にシールテープを使用する場合、ねじの先端 2mm 程度余して巻くとシールテープの切れ端がポー

ト内に入りません。 

 

-2．配管時、継手は正しくねじ込んでください 

供給ポートのテーパーねじに継手をねじ込むとき、まっすぐ正しくねじ込んでください。 

また、極端に強い力を加えると、ねじを破損することになりますので注意してねじ込んでください。 

 

-3．操作空気は清浄空気を使用してください 

エアラインには必ずエアフィルタおよび減圧弁を設け操作空気中のドレンやゴミを除去し標準操作圧力（0.4

～0.7MPa）で使用してください。 

尚、周囲温度が 0℃以下になる場合ドレンが凍結しないように注意してください。 

 

-4．無給油で使用できます 

バルブアクチュエータは無給油で使用できますが、附属機器保護のため、給油しても差し支え差ありませ

ん。 

（潤滑油は、JIS K 2213 添加タービン油 1 号または、2 号相当品を使用してください） 

 

-5．設置場所の注意 

設置場所で塵埃の多い所、腐食性雰囲気および雨水が集中する場所で使用する場合は、御相談ください。 

 

-6．使用温度範囲内でご使用ください 

使用温度範囲は、-5～+65℃です。 

使用温度範囲を越えての使用は避けてください。 

 

-7．バルブアクチュエータに外力を加えないでください 

バルブアクチュエータに強大な力で物を当てたり、強い衝撃を与えないでください。 

 

-8．日常点検 

�長期間使用しない時でも、2～3 週間に 1 回は作動させ、スムーズに作動することを確認してください。 

�バルブアクチュエータの各部で錆が発生していないか確認してください。 

�バルブアクチュエータの各部で、漏れがないか確認してください。 

�バルブアクチュエータの各部で、ねじの緩みがないか確認してください。 

 

-9．点検・清掃 

作業中や休止にかかわらず年 1 回の点検・清掃をしてください。 

また、作動回数、5 万回或いは、2 年を経過すれば『分解・点検』を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



操作空気回路 

空気圧機器は圧縮空気を利用するもので、コ

ンプレッサーをはじめ末端の操作機器に至る

までの空気配管が重要な動力の通路となりま

す。 

 

 

一般に空気に対して要求されることは、 

a．異物を含まないこと。 
 

b．有害な油分や腐食性ガスを含まないこと。 
 

c．水蒸気を含まないこと。また、露点が低いこ

と。 

 

などで、乾いた清浄な空気ということです。 

 

コンプレッサーの容量は全消費量の 2 倍程度

の余裕をもったもので、所定の圧力に 5 分以

内に到達するものを使用し、塵埃の少ない低

湿・低温の場所に据え付け、定期的にフィルタ

交換、ドレン抜きを行います。特に海岸地方で

は、空気中に塩分が含まれているので除湿装

置をつけ、塩分・水分を十分に除いてくださ

い。 

 

また工場地帯では、亜硫酸ガス・塩酸ガスなどを除く方法（水洗など）を施す必要があります。配管は機器へドレ

ンが行かないようにする必要があり、すなわち、水平配管には傾斜 1/100～1/20 程度つけ管路は凹部を作らな

いようにし、分岐管は上部からとり機器取付けは立ち上がり管を設けて立ち上がり管の元へドレン抜きをつけま

す。また、ゴミが入らないように取付け分解時は流速 30m/sec 以上の空気でフラッシングを十分行ってください。 

 

保守が容易にできるように多数の機器に配管する場合は、配管ごとに閉塞弁をつけ工具が入り易いようにずらし

て配管します。そして、原則として機器の直前にはフィルタ、減圧弁、ルブリケータを取付け、また空気消費量の

多い機器を使用する場合は、圧力を確保するため機器の前にエアタンクを設けます。 

 

 

操作空気回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







 SKD型バルブアクチュエータのトルク曲線

100

1000

10000

0 15 30 45 60 75 90

回転開度（ﾟ）

トルク(N-m)

SKD-800

SKD-600

SKD-300

SKD-400

SKD-200

SKD-100

SKD-60

SKD-30

 SKDS型バルブアクチュエータのトルク曲線

10

100

1000

10000

0 15 30 45 60 75 90

回転開度（ﾟ）

トルク(N-m)

SKDS-300

SKDS-400

SKDS-600

SKDS-800

SKDS-200

SKDS-100

SKDS-60

SKDS-30

ノート
           ：エアによるトルク
           ：ばねによるトルク



Ⅰ一般仕様 Ⅳ付属品仕様

1．供給圧力 ( MPa） 1．リミットスイッチ

メーカー名 ( )

2．操作圧力 ( MPa） 型 　　　式 ( )

取付け位置 (開側のみ・閉側のみ・開閉共）

3．必要トルク ( N-m） 備 　　　考

4．操作流体 (空気・油・その他： ） 2．スピコン

メーカー名 ( )

5．設置場所 屋内( ） 型式・口径 ( Rc )

屋外( ） 取付け位置 (開側のみ・閉側のみ・開閉共）

備　 　　考

6．取付け姿勢 (水平・垂直・その他： ）

3．電磁弁

7．周囲温度 (常温・又は：max.     ℃, min.     ℃） メーカー名 ( )

型式・口径 ( Rc )

8．電　　　 源 ( V, Hz） 作　 　　動 通電時バルブ（開・閉）

備　 　　考

Ⅱ動作仕様 4．エアセット

1．動　　　 作 (複動型・単動型 ） メーカー名 ( )

単動型の場合はスプリングで（開・閉） 型式・口径 ( Rc )

備　　 　考

2．回転方向 出力軸時計回り（開・閉）

5．ポジショナ

3．回転角度 (90°・その他： ） メーカー名 ( )

型 　　　式 ( )

4．作動時間 (開→閉： 秒, 閉→開： 秒） 作 　　　動 (正作動・逆作動）

正作動：SIG.0.02MPa又は4mAの時バルブ開。

逆作動：SIG.0.02MPa又は4mAの時バルブ閉。

Ⅲ塗装仕様 特　 　　性 (リニア・その他： )

備 　　　考

下塗り

上塗り 6．その他

ただし、MK・MKSはアルマイト処理が標準です。

備　　　 考

メイコーエンジニヤリング株式会社

バルブアクチュエータ選定書

特殊仕様MEC標準仕様

錆止め

シルバーメタリック

御捺印欄

 №

整理№   　　               

　　　　　　　年　　　月　　　日

御　注　文　主

御　納　入　先

工　事　名　称

バルブアクチュエータ型式

数　　　　　量

納　　　　　期




